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JBA:ヘルスケア認定寝具 TM 認定委員会事務局 

                                                               ℡03-6661-0213   Email:info@jba210.jp 

 

第 4 回 JBA:ヘルスケア認定寝具 TM 認定委員会 議事録 

 

記 

■開催場所  2021 年 10 月 22 日 (金) 14：00 ～ 16：00 

 

■開催場所  一社) 日本寝具寝装品協会  事務所 

       東京都中央区日本橋小舟町 7-2  小舟町 243 ビル 7 階 

 

■出席者   認定委員:上記の内 4 名、所要により上条氏欠席 策定委員 奥谷 事務局 池田 

      ( オブザーバー 西川㈱ 志村氏) 

 

■議 題  

 議題１． ヘルスケア認定寝具５アイテム・15 品番の認定検討 

 

【申請 1】 掛ふとん、肌掛ふとん、敷ふとん「きれいなふとん・Medic Pure」／西川株式会社 

（睡眠健康機能）  ⑭保温性（掛けふとん）  ⑦調温調湿・⑩寝返り性（肌掛けふとん） 

⑨体圧分散性・⑩寝返り性・⑬寝姿勢保持（敷きふとん） 

（衛生機能）        ④制菌一般（全アイテム） 

（メンテナンス機能）①丸洗い性（掛けふとん・敷きふとん） ⑨フィット性（肌掛けふとん） 

（企業社会性）     ①事業継続性・②SDGS 取り組み等（全アイテム） 

第３回認定委員会に申請・審査が行われたが、エビデンス等の不足により認定保留となり、今回再申

請・再審査となった。 

上記項目のエビデンス等について事務局より説明があり、全申請項目が認証され、全会一致でヘルス

ケア認定寝具として認定された。 

  

【申請２】 ロイヤルシープトン・カラーダイヤ／西川株式会社 

（睡眠健康機能）  ⑨体圧分散性  ⑩寝返り性  ⑫横向き寝が楽 

（衛生機能）    なし 

（メンテナンス機能）⑦再生性 

（企業社会性）     ①事業継続性・②SDGS 取り組み等（全アイテム） 

上記項目のエビデンス等について事務局より説明があり、全申請項目が認証され、全会一致でヘルス

ケア認定寝具として認定された。 

 



【申請３】 ロイヤルシープトン・プレミアム／西川株式会社 

（睡眠健康機能）  ⑨体圧分散性  ⑩寝返り性  ⑫横向き寝が楽 

（衛生機能）    なし 

（メンテナンス機能）⑦再生性 

（企業社会性）     ①事業継続性・②SDGS 取り組み等（全アイテム） 

上記項目のエビデンス等について事務局より説明があり、全申請項目が認証され、全会一致でヘルス

ケア認定寝具として認定された。 

 

【申請４】 ロマンスエコー（敷きふとん）／株式会社ロマンス小杉 

（睡眠健康機能）  ⑤血流への作用  ⑩寝返り性  ⑬寝姿勢保持 

（衛生機能）        ⑦抗菌防臭 

（メンテナンス機能）④速乾性  ⑤取扱性  ⑧耐久性 

（企業社会性）     ①事業継続性・②SDGS 取り組み等（全アイテム） 

上記項目のエビデンス等について事務局より説明があり、審査が進められた。 

睡眠健康機能／「血流への作用」項目の認定については、サーモグラフィーによる皮膚の表面温度分

布による判定ではエビデンスとしては弱く、レザードップラー血流計等での計測データによる優位

性の確認が必要であろうとの意見が出され、認定には至らなかった。 

その他の申請項目については、全て認証され、ヘルスケア認定寝具として認定された 

 

【申請５】 パーソナライズピロー／まくら株式会社 

 （睡眠健康機能）  ⑨体圧分散性  ⑩寝返り性  ⑫横向き寝が楽 

（衛生機能）       なし 

（メンテナンス性）⑤取扱性  ⑦再生性 

（企業社会性）    ①事業継続性・②SDGS 取り組み等（全アイテム） 

上記項目のエビデンス等について事務局より説明があり、審査が進められた。 

睡眠健康機能／「寝返り性」項目の認定については、枕の再度と中央の高低差を少なくすることだけ

で寝返りがしやすくなるとの具体的なエビデンスに乏しく、敷きふとんによる影響力が大きいので

はないかとの意見が出され、認定には至らなかった。 

その他の申請項目については、全て認証され、ヘルスケア認定寝具として認定された。 

 

 

議題 2． その他 

・ 今後の普及活動において、掛けふとん、敷きふとん、枕 だけではなく、ケット類やカバー・シーツ、

寝衣等、トータルなアイテム展開が必要であるとの委員からの意見を踏まえ、該当品目の申請を積極

的に進めていきたいと考えている。 

しかし、重寝具を対象とした現行の審査項目では該当品目での認定は難しいことから、各アイテムに

適合したヘルスケア認定項目の検討を行っていきたい。との事務局からの提案があり了承された。 

 

・ 次回認定委員会の開催日については、申請状況により事務局から改めて提案することとして閉会した。 

以上  


